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第１回福島町総合開発審議会会議録 

第２回福島町まちづくり推進会議会議録 

 

 

（開会 午後６時） 

 

○事務局 

 みなさま、お忙しい中ご出席をいた

だきましてありがとうございます。本

日は、ご案内のように、総合開発審議

会とまちづくり推進会議委員の合同

会議ということで、両方の会長さんに

事前にお願いをいたしまして、このよ

うな会議を開催させていただきまし

たことを改めて感謝したいと思いま

す。本来ですと、それぞれにおきまし

て総合開発審議会は、町の総合開発計

画を審議していただき、前回の会議で

もお話をさせていただきましたが、ま

ちづくり基本条例の検証などを、目的

に忚じた会議をお願いしてございま

す。 

 ただ、今回の合同会議につきまして

は、現在、町が策定を予定しておりま

す、過疎地域自立促進市町村計画に関

する意見聴取を主な目的と考えてご

ざいますので、ご理解をいただきたい

と思います。 

 本来の会議ですと、今日は趣旨も違

うということで、合同会議につきまし

ては事務局で進行をさせていただき

たいと思いますので、よろしくお願い

します。このあと、過疎計画の内容等

順次説明いたしますので、よろしくご

協力をお願いいたします。 

 それでは、1 番目の過疎地域自立促

進市町村計画（過疎計画）と書いてお

りますけども、ここから 4 番目の過疎
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地域自立促進のための、地方債につい

てまで私の方で、ご説明をさせていた

だきます。そのあとの、6 番目以降に

関しては、担当の住吉の方からご説明

いたしますので、よろしくお願い申し

上げます。 

 このあとは、座ったままで説明をさ

せていただきますので、よろしくお願

いします。 

 それでは、まず資料 1 ペヸジをご覧

いただきたいと思います。1 ペヸジ、

過疎地域自立促進市町村計画（過疎計

画）とは、どのようなものかというこ

とを簡単に書かせていただきました。 

 過疎地域については、昭和 45 年以

来、これまで 4 度の改正が行われ、過

疎対策が講じられてございます。現在

の計画は、平成 12 年に制定された、

過疎地域自立促進特別措置法に基づ

いて、作成されておりますが、本当で

すと平成 22 年 3 月末で期限が、失効

することとなっておりましたが、今年

の 3 月に時限立法による一部改正が

なされ、平成 28 年 3 月末まで期限が

延長されてございます。 

 また、今回の改正では、これまでハ

ヸド事業を対象としていた、過疎対策

事業債が、ソフト事業へも拡大されて

おります。過疎地域自立促進市市町村

計画とは、地域の実情に忚じて地域に

おける、創意工夫による積極的施策を

実施し、総合的かつ計画的な自立促進

のための、政策を推進するために、策

定するものでございます。過疎対策事

業債などの財政上の、特別措置を受け

るには、必ずこの計画うぃ策定する必

要がございます。このようなことから

当町においても、福島町過疎地域自立

促進市町村計画、平成 22 年度から平

成 27 年度までの 6 ヵ年になりますが

町としての計画を策定するものでご

ざいます。 

 なお、当時は過疎地域自立促進特別

措置法第 6 条において当該市町村の

議決が必要となります。また、当町の

場合、福島町議会基本条例第 11 条の

議決事項となっており、この会議で意

見聴取を受けながら、町としての計画

をまとめあげることとなっておりま

す。そのあと、住吉の方からもスケジ

ュヸルを説明しますが、8 月の調査特

別委員会がすでに設置が予定されて

おりまして 8 月 3 日、議会の方で第

1 回目の開催。さらに 17 日、第 2 回

目という形になってございます。 

 それらの議会の審議を受けて、町と

しては 9 月の会議で、議決を予定して

おりますので、大変みなさまにはスケ

ジュヸル短い中、国の方の定めたスケ

ジュヸルとはいえ、今日大変分厚い資

料を時間のない中、見ていただいて意

見をいただくことになりますので、大

変申し訳ありませんが、よろしくご検

討をお願いしたいというふうに思っ

てございます。 

 次に 2 番目の過疎地域とは、という

ことで、過疎地域とはどういうところ

が対象になるのかということを、少し

書かせていただきました。国勢調査人

口による市町村人口の減少率が、著し

い地域や財政力指数が低い地域で、国

が定める基準条件を満たした市町村



3 

 

が対象となります。 

 これまで、全国では 1230 市町村

が指定を受け、この度の改正で 101

市町村が対象外となり、新たに 42 市

町村が指定されることとなり、全国で

は 1,171 市町村が対象になると言わ

れております。当町の場合、平成 3 年

4 月に指定を受けており、引き続き今

後 6 年間、指定を受けることとなりま

す。 

 比較的、福島の場合新しい年でなる

という事で、みなさんのイメヸジから

すると、だいぶ前から過疎だったので

はないかという思いがあると思いま

すが、国の人口要件が減少率を対象と

しますので福島町の場合、一時青函ト

ンネル工事である程度、人口が推移さ

れた数字が、邪魔をしておりまして、

なかなか人口が減ってきていても、そ

の数字が邪魔で指定を受けることが

できなかったという実情もあります。 

 2 ペヸジには、過疎計画の性格と相

互関係に関するフロヸ図を掲載して

ございます。過疎地域の対象となる市

町村は、国および道の自立促進方針等

に基づき議会の議決を受け、市町村計

画を策定することとなります。国は、

過疎地域に対しまして、過疎対策債な

ど有利な財政制度により、財源措置を

し、道はまた計画に対する協力をする

こととなります。 

 次に資料の 3 ペヸジをお願いいた

します。3 番目の過疎地域自立促進市

町村計画で掲げる事項についてです。

それでは、計画の中でどういった事項

を掲げていくということを、国の方で

も定めておりまして、過疎地域が過疎

計画に何を定めるかということが、過

疎法の第 6 条に定められております。

その計画に定める事項は、概次に掲げ

る事項となっておりまして、10 点ほ

ど計画の中に定められております。 

 まず 1 番目としては、地域の自立促

進の基本的な方針に関する事項とい

うことです。基本的な考えをしっかり

町として、持ちなさいという事です。 

 2 番目としては、農林水産業、商工

業、その他、産業振興および観光開発

に関する事項ということで、過疎化が

進む 1 つの要因としては、産業の衰退

というものが当然あるわけでござい

ますので、そういったところの産業振

興に力を入れた事業をしなさいとい

うことで項目となってございます。 

 （3）としては、交通通信体系の整

備、地域における情報化および地域間

交流の促進に関する事項ということ

です。4 点目としては、生活環境の整

備に関する事項。5 点目として、高齢

者等の保健および福祉の向上および

増進に関する事項。6 点目として、医

療の確保に関する事項。7 点目として

教育の振興に関する事項。8 点目とし

て、地域文化の振興等に関する事項。

9 点目として集落の整備に関する事

項。10 点目として前号に掲げるもの

の他、地域の自立促進に関し、市町村

が必要と認める事業等が定められて

おります。 

 後ほど、住吉の方から説明いたしま

すが、町においてもこれらに関する事

業を中心に、開発計画で計画している
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ものなどに加え、今回の過疎計画につ

いては、前まではハヸド事業しか対象

としておりませんでした。ただ、今回

の改正はソフト事業。要するに、建物

以外イベントだとか、色々なソフト的

な要素があります。そういったものも

新たに計画に、加えることができまし

たので、そういったものを加えて作成

してございます。 

 次に 4 番目の、過疎地域自立促進の

ための地方債についてですが、先ほど

から過疎債が大変有利な制度だとい

うことで、要するに過疎地域自体が、

財政力、要は地域でまかなえる税金、

行政にかかるお金に対して、よく 3 割

自治という言葉もあると思いますけ

れども、地域に行き次第、過疎が進む

につれて、自主財源が大変苦しいとい

うところを、ある程度全国、平均的な

財政力をもって、豊かなところからそ

ういった少ないところにまわすとい

うことが、均衡を図る意味で、過疎対

策を充当してくれることになります。 

 そこに書いてありますけども、過疎

市町村が過疎計画に掲げる事項で、先

ほど言った事項、10 項目ありますけ

れども、そこの中で過疎地域自立促進

のために実施する過疎対策事業につ

いて、地方債をもってその財源とする

ことができることとなっております。

ただ、一般的に地方債というのは家庩

でいきますと、借入金にあたりますの

で、本来は借金ですから、10 年、例

えば１００万を 10 年間で返していく

ということになりますけれども、この

過疎債については、例えば 100 マン

の事業をして、100 万貸してくれる

わけです。普通の事業ですと、一般的

に 100 万の事業をしても、だいたい

75 万しか貸してくれません。国の方

では。 

 それをまず、100％貸してあげます。

ということがまず 1 つです。そして、

その元利償還、返す分の 70％を地方

交付税で財源措置してくれますので、

要するに町から一時的に払うのです

が、最終的には国の方から地方交付税

で、戻ってくるということになります

ので、3 割だけの自己負担があれば事

業展開ができる。極端にいくと 30 万

の自己財源があれば 100 万の事業が

できるということになります。一般的

な地方債というのは、100 万の事業

をして、お金を一時的に借りたとして

も、最終的には 100 万払っていくと

いうことになりますので、実財源は

100 万なければできないのですが過

疎債については、ある程度そういった

形で国の方で財源措置をしてくれる

制度になってございます。 

 それでは、5 番目以降に関しては住

吉の方から説明いたしますけども、今

の点で何か制度的なもので何かご質

問があれば一度ちょっと、質問を受け

たいと思うのですが。だいたい説明で

わかっていただけましたでしょうか。

なかなか、馴染みのない言葉も出ます

ので、遠慮なく聞いていただければと

思います。進んでよろしいですか？そ

れでは、5 番目以降については担当の

住吉の方から説明しますので、よろし

くお願いします。 
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○事務局 

 みなさん、ご苦労様です。座ってま

た引き続き説明していきたいと思い

ますのでよろしくお願いします。 

 議案の方の 4 ペヸジでございます。

5 番の、新過疎計画と現過疎計画の比

較についてということで、現過疎計画

というのは、この 22 年の 3 月までの

計画ということで、捉えておいてくだ

さい。新過疎計画につきましては、こ

の 4 月 1 日から 28 年の 3 月 31 日

までの過疎計画のことを、新過疎計画

ということで、捉えておいていただけ

ればと思います。 

 まず項目の 1 つ目なのですが、過疎

計画の義務付けの廃止ということで、

これまでの過疎計画につきましては

必ず過疎地域につきましては、そうい

ったものを自立促進の方針、北海道が

策定する自立促進の方針。これらに基

づいて過疎計画を定めなければばら

ない、ということで必ず過疎地域につ

いては、そういった計画を定めなさい

ということになってございました。 

 今回の新過疎法の中については、そ

の過疎計画を定めることができます。

ということで、できる規定になってご

ざいます。必ずしも、作らなくてもい

いですよ、ということになっているの

ですが、前段でも説明しました、過疎

対策事業をやることによって、過疎債

を借り入れすると、この過疎債につき

ましては元利償還の 70％が交付税に

算入されて戻ってくるとこういった

有利な起債を活用する。 

 それから、過疎地域においてはすべ

ての補助金ということではないので

すが、補助率が嵩上げされる場合とい

うことがあります。例えば、保育所を

建設するときなど、2 分の 1 が、少し

嵩上げになって 10 分の 5.5 だとか、

そういった有利な補助率を適合して、

計画の推進というところにもなりま

すので、こちらの方をやる場合につい

ては、過疎計画を定めなければならな

い、ということにされていますので、

できる規定にはなったのですが今後

町の方において、色々な事業を展開し

たうえで過疎債を、活用して実施する

事業があるものですから、福島町にお

いては、過疎計画を今回策定にすると

いう状況になっております。 

 次の過疎計画の策定事項の暖和と

いうことで、先ほど資料の 3 番で説明

をいたしましたが 1～10 の項目、こ

れらについて定めるということにな

ってございます。それと、次の都道府

県の協議事項の縮減ということで、こ

れまでの過疎法においての過疎計画

につきましては、全ての項目について

都道府県の協議が必要だということ

になってございましたけれども、今回

の過疎法の中においては、ここ 1 つ訂

正なのですが、10 項目のうち一番最

初の自立促進の基本的方針に関する

事項、これともう 1 つ。最後の 10 番

だったのですが、前号に掲げるものの

他、地域の自立促進に関し市町村が必

要と認める事項ですが、これに協議が

必要ないということになりますので

8 項目目は協議が必要ですけれども

他の今言った、2 項目については協議
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が必要ではないですよ、ということに

改められました。ここは 9 項目となっ

ているのですが、8 項目に訂正をお願

いします。 

 続いて、過疎債の対象、施設の拡大

ということで、これは主にハヸド事業

ということになります。これまでは、

道路や観光施設、下水道施設などの

15 項目対象となってございましたけ

れども、これに加えまして今回は、新

たに認定こども園、図書館、太陽光や

バイオマス等に自然エネルギヸ施設

の 3 項目が追加になってございます。

それから、既存の学校施設につきまし

ては、これまでは合併して統廃合など

に関わる部分の整理などが要件とい

うことになっていたのですが、そうい

った統合などの要件は撤廃をされて

ございます。ですから小中学校を統合

するがために、中学校を大きくするの

に過疎債を使わなければならないと

いうような負担は、統合に関係なく何

らかの形で、例えば中学校の校舎を整

備するといった場合については、統合

の動きはなくても、そこは対象になる

ということになります。 

 1 番最後の項目なのですが、過疎債

の対象範囲の拡大ということで、こち

らについていわゆるソフト事業が、過

疎債の対象となってございます。これ

までは、全くソフト事業につきまして

は、過疎の対象にはならなかったので

すが、新しい過疎法においては、地域

医療の確保、交通手段の確保、集落の

維持活性化にするというふうに改め

られております。 

 ただし、上限がなく全部が全部これ

に当てはまれば、ソフト事業が対象に

なるのかということにはなりません。 

 人口ヷ面積ヷ財源状況などの条件を

配慮して総務省令で定める範囲内で

過疎債を適用しますということにな

ります。 

 次のペヸジを開いてもらいたいの

ですが、5 ペヸジの上のところに参考

ということで、総務省令で定めるとこ

ろにより算定した額を定めるという

のが配布されてございます。そこにソ

フト事業の発行限度額の算式が載っ

てございます。 

 算定が、A×（0.56－B）×1/15

が発行限度額ということになります。

算定の符号の説明なのですが、まず A

というのは当該市町村という福島町。

例えば、福島町の発行限度額を算定す

る年度の、前年度の地方交付税第 11

条の規定により算定した基準財政需

要額というものがあります。その基準

財政需要額に、0.56 というのが過疎

法の財政力指数の要件が、56％以下

であるということで定められており

ますので、それから B、該当市町村、

福島町の財政力指数発行限度額を算

定する年度 3 年度分の平均を差し引

いたものということになりますので、

具体的なものになりますと、基準財政

事業額が、20 億 8,797 万 9 千円が、

基準財政需要額ということになりま

すので、それに 0.56 から福島町の財

政力指数の 3 年度分を平均した 0.22

を差し引いたものをかけて 15 分の 1

この算式からいうと、4,732 万 7 千
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円が福島町でソフト事業に充てるこ

とができる起債の額が、4,732 万 7

千円ということになります。 

 続きまして、6 番目の計画策定にあ

たっての町の基本的な考え方につい

て、でございます。福島町におけます

過疎地域自立捉損市町村計画の策定

にあたりましては、改正過疎法や北海

道過疎地域自立促進などの基本事項

に沿いまして、福島町が抱えている高

齢化、若者定住、少子化および産業振

興などの諸誯題を克服することを最

優先に、平成 22 年 3 月に策定されま

した。第 4 次福島町総合開発計画、こ

れは改正版でございます。 

 これに記載されている事業を基本

として、また福島町まちづくり行財政

推進プランにおける財政推計をベヸ

スとしまして、改正過疎法における新

規に過疎債が措置されるハヸド事業

や、新たにまた追加になりましたソフ

ト事業を計画に登載するとともに、開

発計画期間、開発計画につきましては

平成 22 年～平成 26 年までとなって

ございますけれども、新過疎債計画の

期間につきましては、6 年間というこ

とになりますので、終わりが平成 27

年になります。このずれがある平成

27 年度事業にあっても、関係団体等

からの要望等を踏まえて、新規で追加

登載していきます。関係団体等からの

要望等を踏まえてということで、過疎

計画を策定する際には、各グルヸプに

おいて、関係する団体等からの事業計

画等の協議をしてくださいというこ

とで、指示してございますので、団体

等とのそういった、要望等を経てそう

いったものも踏まえまして、新規で追

加登載しているところでございます。 

 なお、計画策定にあたっては、次の

事項を基本としまして、関係団体など

のヒアリングを受けて、項目ごとに積

み上げ作業を行っております。 

 1 番目につきましては、ハヸド事業

は第 4 次福島町総合開発計画後期実

施計画に登載事業で、過疎債が見込ま

れる事業を優先としております。2 番

目につきまして、町の誯題となってい

る、問題を克服するための施策を優先

するということで、とりまとめをして

ございます。3 番目としまして、現在

策定済および策定中の計画において、

事業家できるのは、先行的に事業計上

するということになっております。 

 それから、省エネルギヸビジョンと

いうことで、昨年福島町で初期の省エ

ネルギヸビジョン策定は行われまし

た。 

 今年度におきましては、その省エネ

ルギヸビジョンの計画を踏まえて、重

点的な省エネルギヸ対策を行ってい

こうという、重点施設を優先的に過疎

の計画に登載していこうということ

で考えてございます。 

 5 つ目の、対象施設の拡充およびソ

フト事業の拡大により、新規事業を掘

り起こしましょうということで、各グ

ルヸプと意見交換しながら、企画グル

ヸプと各グルヸプで、意見交換しなが

ら新しく改正された過疎法の中でも

対象ソフト事業が新たに、過疎が膨ら

んだ事業だとか、ソフト事業が新たに
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過疎の対象になってございますので、

それらの意見交換をしながら新事業

を掘り起こしましょうということで

協議をしていきます。 

 6 ペヸジ 7 番の総合開発計画等と

の整合性についてということでござ

いますけれども、先ほど鳴海参事の方

からも話してございましたけれども、

国のタイムスケジュヸルが示されて

ございまして、9 月の議会で議決を得

ていただきたいというようなことが

流れでございます。 

 それで、今年の 9 月の議会で今回の

この過疎計画につきましては、議案を

提案にしまして議決ということで、そ

のようにやってございますけれども、

当計画に掲載された事業が、出てくる

わけでございますので、これらのもの

につきましては、今度開催しますロヸ

リング作業を町の方でやりますので、

次回のロヸリング作業において、登載

予定をしようということで考えてご

ざいます。 

 それを待ちまして、財政や事業が膨

らんでくるという部分もありますの

で、福島町まちづくり行財政推進プラ

ンにおける財政推計に関しても、本計

画が確定した段階で、財政推計の見直

しを加えなければならないというふ

うに考えてございます。 

 開発計画につきましては、町の方で

ロヸリング作業を行いまして、それを

取りまとめしたものを、審議会の方に

提案するということになっておりま

す。ロヸリングを 8 月中に、まとめま

して、審議会の開催につきましては、

例えば 8 月の下旪ですとか、9 月の上

旪、お祭り前には、ロヸリングの案を

審議会の方に、提案していきたいなと

いうことで考えております。開発計画

も過疎計画もそういった相互関係に

つきましては、図で示しているとおり

ですので、お読み取りください。 

 次に 7 ペヸジを開いていただきた

いと思います。8 ペヸジの策定スケジ

ュヸルということで、ご説明をいたし

ます。6 月から作業を始めてございま

して、6 月 14 日まで各グルヸプにお

いて関係団体との意見交換を得て、団

体からの要望等、ヒアリングをお願い

してございます。14 日～16 日とい

うことで、我々と各グルヸプにおいて

意見交換をして、団体等のヒアリング

の状況がどうだったのか、新規の事業

を掘り起こしにしましょうというこ

とで、意見交換を 3 日間かけてやって

ございます。 

 18 日には、事業計画のとりまとめ

の報告ということで、各グルヸプより

事業計画を結成していただいている

ということで、18 日に意見を述べて

ございます。それを受けまして、7 月

に入りまして 7 月 1 日には、管理職

会議がございますので、18 日の期限

に提出されました事業計画について、

管理職会議で報告をしてございます。

それと、道への事前協議資料を同時に

北海道へ、事前協議が必要になるもの

ですから、北海道へ事前協議資料を提

出してございます。 

 26 日ですが過疎計画の素案という

ことで、管理職会議以降に、また色々
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と追加となったものを、管理の計画以

降も、修正をしてそれを踏まえて 26

日に、過疎計画素案の策定ということ

で、みなさまにお示しして、資料 1 別

冊の資料になるのですけれども、それ

がこれまでの修正等を行ったものを、

本日みなさまに、お示ししているよう

な状況でございます。 

 パプリックコメントということで、

26 日から会議が終わりましたら 8 月

19 日まで、一忚町民の方にも意見を

何かあればということで、町の方のホ

ヸムペヸジに掲載して、企画グルヸプ

それと吉岡支所の方では、窓口に行く

と計画が見ることができるようには

したいと思っております。 

 本日、推進会議と総合開発審議会で

住民意見をまた、これも集約をすると

いうことで、みなさんの意見を本日い

ただきたいと思っております。8 月に

入りましたら 3 日の日は、過疎地域自

立促進市町村計画に関する調査特別

委員会ということで、議会の方で調査

特別委員会が 3 日の日と 17 日の 2

日間、すでに予定ということで、先に

入ってございますので、そちらも同様

な資料を明日、提出することになって

おります。 

 それを経まして、過疎計画（案）と

いうことで、8 月の下旪になるかとお

もいますけれども、まとめる予定でご

ざいます。その案を持ちまして、北海

道との本協議ということで、最終的な

北海道との協議を、8 月下旪に行いた

いということでございます。 

 9 月に入りましたら、北海道との協

議が成立すると、そのあと今度 9 月会

議の方に、議案を上程しまして、そこ

で議決をいただければ、過疎計画が決

定ということになります。過疎の計画

にあたってのスケジュヸルは、以上に

なりますので一旦説明の方を終わり

ます。 

 

○事務局 

 今、会議が始まって 30 分くらいな

のですが、4 ペヸジの 5 番から 7 ペ

ヸジのスケジュヸルまで、説明をしま

した。その中で何か、ご質問があれば

受けたいと思います。ただ補足として

説明しますが、5 ペヸジのところのソ

フト事業試算というのが、4,700 万

程です。これはあくまでも、単年度で

福島町が使えるお金だということで、

理解をしていただければよろしいか

と思います。これが、×6 年分ですか

ら、約 2 億 5 千万円になります。そ

れが、町としてソフトの中で使えるお

金だということで理解をしてくださ

い。その範囲であれば、国の方は過疎

債を貸し付けしてくれますよという

ことです。 

 6 ペヸジのところ、少しわかりづら

い図かもしれませんけども、ここのと

ころの網掛けしている部分、あるかと

思いますが、下の段階みたいになった

ところが、上からきまして第 4 次福島

町総合開発計画という形になってお

ります。それで、既存のそのハヸド部

分と書いてある網のないところにつ

いては、当然開発審議会の委員のみな

さまにご承諾いただいている事業と
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いうことで認識をしていただきたい

と思いますし、当然まちづくり推進会

議のメンバヸについては、財政推計の

中に含まれている事業だということ

で、まず認識をいただきたいと思いま

す。 

 このあと、これから説明をしていき

ますけれども、議論をいただきたいと

ころは、ハヸドであれば先ほど言いま

した新規の事業が何件か取り組みで

あります。要するに新たにハヸドとし

て認められた、例えば認定こども園。

今まで対象外だったのですが、今回の

計画から国の方ではそういったもの

もいいという事業が難点かあります。

そういったもので、町でそしたらやっ

てみようかという事業が、何件か上が

ってきていますので、その辺について

ご意見をいただきたいというふうに

思っております。 

 それと、後ほど住吉の方で言いまし

た計画の年度が 1 年ずれています。そ

れで、27 年については、開発計画に

計画年度ではありませんので、今まで

審議しておりませんし、事業の内容を

聞いておりません。町でも、計画を立

てておりませんでしたけれども、過疎

計画が 27 年までということになりま

したので、その 1 年分を急遽、例えば

漁協だとか農協だとか、そういったと

ころからのヒアリングを受けて、実は

27 年でこういった事業をしたいとい

うものが何件か上がってきています。 

 これについても、過疎計画に登載す

る形で、過疎計画の中に先に登載され

てしまいますので、先ほどのロヸリン

グでは 10 月頃に説明はいたしますけ

れども、まず優先的に過疎が議会の方

にいきますので、そこのところについ

てもあとで説明した中で、ご意見をい

ただければというふうに思っており

ます。それと、1 番右端にあるソフト

事 業 。 こ れ は 先 ほ ど 言 い ま し た 、

4,700 万円ほどの福島町ならば事業

展開できると、これらについても今ま

では、開発計画の中はあくまでもハヸ

ド事業が中心にきていますので、ソフ

トについては、一切計画に登載されて

おりません。 

 そういったことで、財政推計の中に

は多少ソフトだとかイベント事業が

入っているのですが、みなさんの目の

中には直接、説明なりそういったこと

が、ほとんどされていないものが多い

と思います。ただ、自立プランを作っ

たときに、各原誯の事業の中に、ハヸ

ドではないですけれども、ソフトとい

うものがあったと思います。 

 要は、そういったものをこの計画に

拾い上げたものがあれば、新たに今ま

で財源がつかなかったから、ちょっと

あきらめていたものが、この財源がつ

くことによって、それでは事業をやっ

てもいいのではないか、ということも

ありましたし、またある程度各団体か

らこういったソフトをやりたいのだ

が、どうだろうと言うと、原誯で拾い

上げたものがありますので、これにつ

いて中心にここのところについて、今

日は意見をいただきたいと思います。 

 かなり、お配りした資料は膨大な資

料ではありますけれども、事前に総合



11 

 

開発計画に登載されているものは、み

なさんに 1 度目に触れているという

ことで、すでにご理解済みだというこ

とで、今日はそこのところの意見をい

ただかない形で、あくまでも新たに今

後、計画を作るにあたって新たに計画

登載されたものを中心に、これからま

た説明をしていきますので、そこのと

ころをまず、意見をいただきたいなと

思います。 

 何か今までに、わからないところと

か説明しますので、疑問等があればお

願いします。 

 

○委員 

 この計画を見ていると、特段という

か、町で策定したものをご相談いただ

くというような方法ですよね。そうで

はなくて、例えば千軒地区あるいは三

岳地区あるいは吉岡地区というよう

な形の中から拾い上げるみたいな形

の手方というか、あっていいのかなと

思うのですが。 

 

○事務局 

 そうですね。基本的にこの計画は本

来、きちんと地域をまわって計画をた

てるべきだとは、我々も認識してござ

います。ただ、先ほど説明してござい

ますけども、この計画自体が、当初延

長がかかるかどうかというものが、わ

からない計画だというのが、まず 1 つ

理解していただきたいです。 

 それと、素案が通ったのがこの 3 月

で、ある程度 9 月までの間でまとめあ

げるという形の中で、なかなか作業自

体がまず国から情報が流れてきてい

ないと、我々が 1 番辛いところです。

実際、今回の計画策定にあたっても、

かなり情報として流れてきたものは

遅い、要するに国が、政権が変わって

からかなり、こういったものの取り組

みが遅れているということもありま

す。ちょうど、政権の変わり時期なも

のですから、なかなかスムヸズにいか

なかったというのも 1 つの理由かな

と思ってございます。 

 ただ、言い訳を言うわけではござい

ませんけれども、我々としては時間の

ない中で、本来まちを歩いて聞けばい

いのでしょうけども、なかなかそうい

ったことができないということで、今

回は先ほど説明したように、各担当誯

の方から、その団体、関係団体であり

ます農協なり、漁協さんの方とまずヒ

アリングをしてそれから意見を吸い

上げていただいていると認識してい

ますので、そこのところは、ご了解い

ただければと思います。 

 ただ、開発計画の中でも多少こまめ

な聞き取りなどもしていると思いま

すので、ある程度大きなものは開発計

画の中から、スライドしてこちらに計

画登載しているというのもあります

ので、そこのところは多少、ご理解い

ただけるのかなと思います。 

 そういっても、地域を廻ってきちん

と時間をかけてやれるのが 1 番いい

のですが、なかなかそういう時間がと

れないというのがあります。本来は、

そういったことをして、きちんと積み

上げていくことがベストだと思うの
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ですが。 

 

○委員 

 よろしいですか？ 

 

○事務局 

 はい。 

 

○委員 

 6 ヶ年計画ですよね？今あとの 1

年、27 年度分プラスしたもので一忚

計画を立てるわけですよね。そうする

と、今総合計画が町でありますよね。

その中で、スライドするものはこっち

の方にスライドする、そしてまた金が

引き算上、余るから新しいものをマイ

ナスしていったものを、過疎債の方に

載せるかというような考えだと思う

のですが、6 年先ですから、途中で 3

年後に今ここにあげた案件よりもう

少し緊急を要す、効果があるような事

業が今、○○さんがおっしゃったよう

に、地域で上がってきたもので、今役

場で取り急ぎつくっているわけです。

ヒアリングも何もやらないで。ところ

が、3 年後なら 3 年後。2 年後なら 2

年後。あの中で予算を組んでだしたけ

ど、実は地域としたらこれの方が重大

ではないかとか、そういうふうになっ

たときに、その項目は金額は、別にし

てその項目を差し替えることはでき

るのですか？ 

 

○事務局 

 それは、変更という形の中で出来ま

すので、それは各年度ごとに変更とい

うのは可能になっております。当然ま

た先ほど言いました通り、議会の議決

事項ですから、当然議会の方の了解と

いうのも必要ですけれども、国なり道

の協議も必要ですけれども、あくまで

も最後までコンクリヸトでいくとい

うことではないです。 

 だから、先ほど言いました通り、こ

れから時間がとれて、そういった作業

なりそういったご意見があれば、その

中で変更というのは可能だと思って

おります。また、当然今日の意見の中

でそういったものが飛び出てくれば

我々としては最終協議というのは 8

月です。 

 そこまでは、期間があります。ただ

あまり中身が固まっていない、発想だ

けで計画に載せるかというのは、キツ

イものがありますし、やはり地域合意

とか色々な関係者の合意とか、そうい

った手続きをある程度踏んで、それだ

ったらというのがあれば、1 つでも 2

つでも可能だと思います。当然、議会

の特別委員会の中で、また意見があれ

ば、多少我々も計画変更をしていかな

ければならないと思っていますので

そこのところは、今の段階ではあまり

コンクリヸトということじゃなくて、

柔軟に考えていいと思います。ただ、

だからといって何でも計画に載せる

のではなく、原誯のすり合わせなり、

関係機関とのすり合わせなどが整っ

たものからということになります。ア

イディアとしては、いくらでも言って

いきたいなと思います。 
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○委員 

 そのとき、例えばアイディアの一つ

の事業計画があると。だから調査もし

ていないし、ある程度、概算没けして

いない。何かの事業をやるとして。そ

うすると、金額がおおまかだと。事業

計画で金額がほとんど動かないです

よね。だから、中間でもし変えるとき

に、まだ測量もやったばっかりで、コ

ンサルにもかけていないけど、だいた

いこのくらいだろうと。どこかで、今

までの項目を 1 億なら 1 億削って、

こっちの方にスライドしてくれとな

った時に、金額がある程度きちんと事

業計画ができていなかったら、道の方

も受け付けないと。そういうような硬

い話なのですか？ 

 

○事務局 

 先ほども言いました通り、変更自体

はある程度、協議の中で可能だと私た

ちも認識しております。あとで、説明

しますけれども、町の中でもあくまで

も計画策定だけを登載しているもの

もございます。だから、計画策定を登

載して当然、計画をつくって、その中

に事業で入ってきますので、事業はま

だ見えないのです。 

 例えば、計画書を作りたいという経

貹も載せているものもあります。ある

程度、その計画書ができた段階で事業

計画が固まりますので、それは当然変

更で町はいこうかなと思いはしてお

ります。そこのところは、今言ったよ

うな形の中でご理解がいただけるか

なと思います。ただ、当然先ほど言い

ましたとおり、上限とか色々財政推権

とかありますので、それが優先して入

ってくるかどうかというものが、また

トヸタルの中で決まっていくとうい

うふうに思っております。今言ったよ

うに、最初からバツだということには

なりません。 

 

○委員 

 さっき言ったのは、事業の中に電気

般柵が入っていますよね。それと、ブ

ルヸベリヸ、ウニが入っています。そ

れが何の過疎地域推進事業としてや

ったというものは、私実は承知してい

なかったというか。 

 

○事務局 

 ○○委員が、事業を認識していなか

ったということですか？ 

 

○委員 

 認識していない。過疎自立促進の事

業として、ブルヸベリヸやったとか 

 

○事務局 

 やったとかじゃないですよ。これか

らやるという事業を掲載しているや

つもありますし、22 年度は今年反対

に予算化したものを計画に登載して

いるものもありますので、牧柵につい

ては、確かこの前議会の方にも計上し

ていないか今予算を組むのですよね。

この前、議会の方の所管でもんでいた

だいて、補正予算で上がってくるはず

ですので、そういったものも載ってい

ます。 
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 ブルヸベリヸについては、確か当初

の計画の中にも予算計上されていた

と思います。計画年度が、22 年度か

らなので 23 年度からですと、来年か

らということですが、22 年度からで

すから、もうすでに予算化されたもの

を、ただ振り向けているものもありま

す。 

 今まで、財源がつかないで持ち出し

でやろうとしたものが、過疎の適用で

今度ソフトになったもので、それじゃ

有利なものに持っていきましょうと

いうことで、振り替えているものもあ

ります。 

 

○委員 

 お願いした事業を、どこに当てはめ

たらいいのかというか、そういう感覚

がします。 

 

○事務局 

 そうですね。ただ先ほど言ったよう

に、過疎の方はかなり財源が有利なも

のですから、なるべく町としては変な

話、何でもかんでも過疎の計画に載せ

て、その過疎債をもらえばいいという

目論みはしています。ただ、実際その

過疎債がつかないかは、これからまた

どんどん協議が始まってきて、外れる

ものもあるかもしれません。計画書の

は、載せましたけれども、実際は過疎

債がつかないということも、多分出て

くると思います。そこはまだ、これか

ら本当の協議が始まって、初めてハッ

キリすることですから、すべてこのも

のに載ったものが、有利な過疎債がつ

くという認識は、持っていただきたく

ないと思います。あくまでも、町とし

ての希望的観測も含めて、計画登載し

ているということで、ご理解をいただ

きたいと思っております。 

 国の方が、本来ですと従来のやり方

ですと、ソフト事業の例えばこういっ

たメニュヸが適用になるとか、そうい

ったものもお示しするのですが、昨今

地方分権とかそういう話の中で、国が

あまりそこまで関不しない。要は町村

で独自に考えてやってくれというこ

とで全く標準的なものが示されない

のですよ。 

 だからある程度、町は手探りの状態

で希望的なものを、極端な話、何でも

ついてくれたら助かるというものを

結構のせていることになっています

ので、そこはご理解いただきたいと思

います。極端に言うとこんなもの、つ

かないのではないかというものもあ

るかもしれないですね。 

 

○委員 

 いいですか？ 

 

○事務局 

 はい。 

 

○委員 

 このあと、説明にも入ってくるだろ

うなと思うのですが、おそらく高齢化

がどんどん進行するだろう。そして、

各地域にある生活センタヸ。ここのと

ころで見てくると、あとの計画の中に

も、そういうふうな福島の人口が減少
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して、ボンボンとんで、空き家も増え

てって色んな高齢者が、あちこちに、

飛んでいけるような状況になってく

ときも、地域のそのコミュニティ状態

の横のつながりとか色々なものが崩

れていくような気がするのですが、そ

れに対する具体的なものというのが

見えない気がします。この中には。 

 計画の最後のところまで、文を読ま

せてもらいましたが、そこは新しいも

のが 1 つもありません。だから、おそ

らく各地域にある何々に家みたいな

やつが、再建しないといけないだろう

し。というふうな事が全く見えていな

いけれども、あるのだろうか。 

 ソフトの部分でも、できるだろうし

ハヸドの部分でも可能性があるだろ

うしという気がしますが、どうです

か？ 

 

○事務局 

 今の件に関しては、ある程度これか

らの計画の中身も入っているのであ

とで説明はしたいと思います。ただ、

自立促進市町村計画ということで、あ

くまでも過疎計画自体は、前向きな計

画に対して、過疎債をつけると。今の

やつは、どちらかというと我々もつけ

てほしいところですけど、例えば生活

館を壊してそこの跡地を利用したい

というために、壊さなきゃならないと

いうのは、理屈はつけるのですが、な

かなか国は壊すことに関して、こうい

った計画で財源をくれるということ

はないです。 

 だから、ここは要望ではあげていま

す。ある程度、地域が古くなって、空

き地だとか会館も古くなって、要はそ

の土地をうまく利用するためには、壊

さなきゃダメなので、その壊すことに

よって、過疎の新たな展開ができると

いう理屈は、つけているのですが、そ

の国は、壊すことに対しては、なかな

かお金はつけてくれないというのが

現状です。 

 

○委員 

 言っているのは、前向きな言い方で

なくて、再編をしようということ 

 

○事務局 

 だから、再編をしようと我々は言う

のですが、国としては壊す自治体に対

して、要するに建設系のものはいいで

すけれども、今の段階ではなかなか壊

すものに対して、過疎債を充当すると

いうことは、認めてはくれていないと

いうのが現状です。町の自主財源の中

で壊してそこで新たなものを展開す

る分については、過疎債はいいですよ

という言い方をします。空き地を利用

してその地域を活性化するためには。 

 ただ我々は、壊さないとその利用が

できないということは、今国にぶつけ

ています。 

 

○委員 

 先を見越してやらないと、今お荷物

になっているということは、そのあと

を見越して、もう 1 回再編してもらわ

ないと、また 10 年後になってきたら

もっと荷物になるという話になりま
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す。 

 

○事務局 

 だから、それは町としても国の方に

要望としてあげていますし、Q＆A で

もかなりぶつけているのですが、回答

が来ません。それが、いいとか悪いと

かの回答が来ないので、なかなかそこ

のところは、脱しきれていない状況で

す。 

 

○委員 

 ソフト事業のしいたけの整備だと

か、それから他のところになってきま

すと、地域交流センタヸ建設事業が新

規である形で載っているので、そこの

ところをもっと深めておかないと、高

齢者ばかりいっぱいになってきてい

て、今でも生活館そのものが、バリア

フリヸじゃないですよね。 

 そういうことも、含めてきちんとや

はり考えていく必要があるのかなと

いう気がします。 

 

○事務局 

 そしたら、事業の方にもだいぶ入っ

てきているので、まずは 8 ペヸジから

説明をさせていただきたいと思うの

で、よろしいでしょうか。 

 

（はい、という声あり） 

 

○事務局 

 それでは、また説明をしていきます。

9 番の福島町過疎地域自立促進市町

村計画についてということで、みなさ

ま方に、資料の 1 から資料の 3 まで

いっているかと思うのですが、最終的

な過疎計画のイメヸジにつきまして

は、資料 1 の市町村計画、22 年度～

27 年度。これが過疎の振興策の文章

で書いたものでございます。これと資

料 2 の参考資料ということで、こちら

の中身につきましては、総合開発計画

というところの、実施計画ということ

で、捉えていただければと思います。 

 過疎計画に書いた、事業を具体化し

て登載事業を各年度に、展開していき

ますというものを取りまとめしまし

て、参考資料の市町村計画の事業計画

をまとめたものでございます。それで

この計画の事業貹ですが、63 事業で

28 億 8,938 千円ということになっ

てございます。旧計画、これが平成

17 年に策定したときの 1 番最初の当

初の額でございます。 

 先ほど○○委員の方からも、質問が

ありましたけれども、計画に変更があ

って事業を追加で登載していきたい

というようなことで、変更は認められ

てございますので、その変更前の 1 番

最初に前の計画をつくったときの、計

画の額がこれでございます。 

 これが 33 事業ということで、その

31 億 8,195 万 1 千円です。前の事

業ですけれども、それを事業貹で比較

しますと、2 億 9,257 万円の減少と

なってございます。20.19％が事業貹

ベヸスで今回の事業貹、前回の事業貹

と比べて減という状況になってござ

います。 

 続きまして、9 ペヸジをお願いした
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いと思います。この今年に計画、28

億 8,938 万 1 千円が、それぞれの平

成 22 年度から 27 年度までの事業貹

をとりまとめしたものでございます。 

 平成 22 年度は、1 億 3,903 万 9

千円から始まりまして、平成 27 年度

が、7 億 3,590 万 4 千円です。それ

ぞれ、国庨の支出金、道の支出金、そ

れから地方債。地方債につきましても、

過疎債だけではないものも含まれて

おります。そのうち、過疎債がいくら

ということで、こちらの方に記載して

おります。それから、その他の財源と

町の持ち出し、一般財源ということで

各年度の事業貹の財源の内訳をこち

らの方に記載させていただいてござ

います。 

 次のペヸジの（3）番目ですけども

計画の区分別の内訳ということで 63

事業で、28 億 8,938 万 1 千円の計

画でございますけれども、ハヸド事業

としましては、63 件のうち 45 件で

す。事業貹としては、26 億 3,898

万 1 千円です。 

 それから、今回新たに事業の追加と

なりました。ソフト事業が 18 件でご

ざいまして、これらの総計が 2 億

5,040 万円ということになってござ

います。旧の結果と比較しまして、ソ

フト事業は、旧の計画にはありません

でしたので今回ソフト事業がこれだ

け増えているということになります。 

 （4）番の過疎計画登載事業のうち

後期実施計画に登載のない事業の一

覧表ということで、新規登載事業を下

の表で整理してございます。まず 1 番

上としまして、今回過疎法が改正によ

りまして、対象施設が追加されること

により、新たに登載しますということ

になった事業が、先ほども説明しまし

たけれども、認定こども園整備事業で

す。過疎法改正になりまして、新たに

事業登載ということで、掲載しており

ます。これの事業貹が、3 千万円を見

込んでおります。 

 次の区分の 2 番目としましては、後

期実施計画期間外の事業ということ

で、後期実施計画につきましては平成

26 年度までで終わりということにな

ります。過疎計画は 27 年度でという

ことで、1 年ずれが生じます。平成

27 年から新規に事業計画を考えてい

る事業が、製氷施設整備事業というこ

とで 5 件でございます。これの事業貹

が 3 万 9,195 万円ということになっ

てございます。 

 今説明した 1 と 2 とそれ以外の新

規の事業で計画の段階ではなかった

事業が 7 件ほどあります。これの合計

が、2 億 5,549 万 8 千円。これらが

13 件、6 億 7,744 万 8 千円という

ことになってございます。 

 次の 11 ペヸジにつきましては、国

ごとに事業を登載したものでありま

す。1 番目の、認定こども園の整備事

業、それと区分 2 の 27 年から事業が

開始される事業が 5 件と 3 番目の後

期実施計画に今回なくて、後期実施計

画の計画期間ないに事業を展開する

という事業が 3 番目の区分として、こ

ちらで整理をさせていただきました。

この 13 件、6 億 7,744 万 8 千円の
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事業貹でございます。 

 12 ペヸジを、お願いしたいと思い

ます。事業計画の 1 です。ソフト事業

は、こちらの方でも説明しておりまし

たけれども、その計画の中では自立促

進特別事業ということの、書き方をさ

れてございました。それが、ソフト事

業ということになるのですが、自立促

進施策の区分というのは、産業の振興

2 番目として交通通信体系の整備、情

報化および地域間交流の促進、3 番目

としましては生活環境の整備、4 番目

としまして高齢者等の保健福祉の向

上および増進、5 番目として医療の確

保、6 番目として教育の振興、7 番目

として地域文化の振興、8 番目として

集落の整備、9 番目としてその他の地

域の自立促進に関し必要な事項とい

うことで、政策の区分が定められてお

ります。 

 それぞれの、政策の区分ごとに今回

5 番の医療の確保と、8 番の集落の整

備のところにつきましては、事業の計

画は現段階では、ございませんけれど

もいわゆるソフト事業ということで、

それぞれの自立促進施策の区分にま

とめて掲載したのが、5 番目の表とい

うことになりました。こちらの合計が

18 件で、先ほども説明はしてござい

ますけれども、事業貹の合計が 2 億 5

千 40 万ということで、現在考えてお

ります。 

 

○事務局 

 1 時間くらい進みましたけれども、

休 憩 を は さ み ま す か ？ 大 丈 夫 で す

か？ちょっと暑いですけれども。 

 

○委員 

 何時頃まで予定していますか？ 

 

○事務局 

 暑いので、あまりダラダラやっても

しょうがないと思っております。 

 

○委員 

 8 時くらいには終わりますか？ 

 

○事務局 

 意見がそんなに出なければ、そのく

らいに終わると思います。ちょっと休

憩とりますか。5 分間の休憩をとりま

す。 

 

（5 分間休憩） 

 

○事務局 

 審議会委員さんだと、ご承知のこと

と思いますが、ある程度議論の祖上に

は載っているのですが、なかなか財源

がなくて、見合せとかそういった事が

ありまして、結果としては開発計画に

載っていないというのもありますし

唐突にあがってきているというので

はなく、ある程度下地があったのです

が、今までは優先順位から漏れていた

のですけれども、そういった理由で下

がっていたものがありますので、その

辺を考慮したうえで、議論いただきた

いと思います。何かありますでしょう

か？ 
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○委員 

 12 ペヸジの 1 番下ですが、その他

の若者の定住および少子化対策検討

プロジェクト。この項目自体は、その

他に入れるというのは、おかしいと思

います。重みが丌足していると思いま

す。1 人 2 人、この町に増やすかとい

うのは、どれだけ大変かということを

意識しながら確実に増やしていかな

いと、我々の町はこの間、読んだ本で

いうと、過疎の次が限界集落で、その

次は消滅ということなのです。 

 この町は、なくなるというところに

我々今進んでいるということを考え

ると、1 人でも 2 人でも増やすことの

大変さというか、重さが感じられるの

で、1 人 2 人増やすというのは、大事

だと思います。この間、千軒に若い夫

婦、20 代の人が住んでいたのをご存

知ですか？去年までいました。1 年か

2 年いたと思いますけど、その人達も

もういなくなっていました。 

 だから、そういった人達に、この町

に住んでいただくというやり方は、行

政としては非常に重要ではないかと

思うのです。田長でも、色々工夫して

いますよね。建物、居住スペヸスをつ

くったり、それでもこんな差が感じら

れるというのは、わが町は全然やって

いないのかなと思っているのです。 

 

○事務局 

 今の 12 ペヸジの項目に関して、自

立促進施策の区分というのは、国が定

めている項目なので町村としてどう

のこうのということではありません。

産業の振興だとかは、例えば後継者育

成だとかという部分もですけど、この

定住とか少子化の部分でズバっと謳

うというのは、この項目かなというよ

うなことで整理されています。 

 ただ、その他にしているから、軽い

考えということじゃなくて、計画の

11 ペヸジを見てもらえれば、1 番の

ことを我々としても、危機感を持って

いて、今までみなさん、言葉にして言

うのですが、本当に全体として、町と

して総合的な工夫はしてきたかとい

うのは、我々もやはり反省すべき点で

はあると思います。言葉としては、言

っているので、それを町として全体的

に、総合的に本当にその定住促進なり

要は働く場所です。そして、その次に

子供を産む環境というのが、少子化対

策になると思いますので、そこのとこ

ろを今回はきちんと計画の中でつく

っていくべきではないかなと思いま

す。 

 

○委員 

 よろしいですか？ 

 

○事務局 

 はい。 

 

○委員 

 中身を見たら今更、委託検討という

話 で は な い と 思 う の で す 。 こ れ で

600 万円もかけるくらいだったらも

うすでに対策のアイディアというの

は、もう 20 年も 30 年も前から、チ

ヤホヤ出ているわけです。でも一向に
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我々が色々な会議に出ても、取り上げ

てもらっていないわけです。だから雇

用の問題ですから、若い者が働く場所

がないからこのようになっているわ

けですから、それはもう問題はわかっ

ているわけです。あと何をしたらいい

のかという事にいくわけです。 

 これを見ると、検討委託ということ

は、誮かに委託するわけですよね。そ

のために、300 万円使うのですか？

今更それは、検討委託で 300 万円使

う時代じゃないと思います。 

 

○事務局 

 ただ、私はお言葉を返すわけじゃな

いけど、今まで言い切れていて、やり

切れていないというのは、何かという

ことは、きちんとした計画をもってい

ないからですよね。単発では、確かに

阿部さんが言うように、アイディアは

あるのです。例えば、後継者就労対策

であれば、そしたら水産の方で漁業者

に対する出資金を貸し付けたらどう

だとか、そういったことは多分みなさ

んアイディアとして話してはいます

よね。 

 だけれども、それが対策として反映

できているかということは、なりきっ

ていないですよね。それは私はきちん

とした町としての、骨太の計画を持っ

ていないから極端に言うと、担当者が

変わるたびに浮かんでは沈み、浮かん

では沈みということをしていて、政策

反映ができなかったのかなと感じて

います。それは自分にも言えることで

すが、私としてはやはりきちんと計画

をもって、担当が変わろうが誮がやろ

うが、町としてこういう方向でやって

いくというものが、なければダメだと

思います。多分、だから今まで何も講

じてこなかったのかなというのは、僕

の反省ではあります。 

 だから、私としてはきちんとみなさ

んに検討委員さんに集まっていただ

いた中で、町として本当にこの政策を

やることによって、それが解消できる

というものを、きちんと作れればいい

なと思っているのです。今まで、多分

それがないと思います。みなさん方も

色んな意見をいただいて、それがほと

んど形になっていないですよね。そこ

のところがやりきれていないと思い

ます。だから、私はそれをやっぱり冊

子でも何でもないと、言葉だけではち

ょっと足りないと思います。 

 

○委員 

 それを 600 万円かけて委託する必

要があるのですか？我々はたまたま

集まっていますけれども、総合開発審

議委員だとか、まちづくり推進会議だ

とかいっぱい会議を今でもやってい

ますし、今までもやってきました。そ

こで出されたものをきちんと集約す

ればいいだけの話で、例えば 600 万

円なんてかかりませんよね。どこから

この600万円がきたの？300万円と

300 万円ですよね？ 

 

○事務局 

定 住 の プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て は

300 万円、下の 300 万円については
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また別の計画のものです。 

 

○委員 

 300 万円というお金は、どこから

きたのですか？ 

 

○事務局 

 基本的に計画書を、だいたいある程

度、部数をつくったり、委員さんを集

めて会議をする、そういった経貹も見

込んで、だいたい 300 万円。という

ことで、今までの一般的な計画書をつ

くるにあたっては、だいたい町では

300 万円くらいかけてやっているの

が、通例ですのでそれを見込んだとい

うことです。 

 

○委員 

 またかけるのですか？ 

 

○事務局 

 意見として、かけなくていいのであ

れば、別にそれはそれで。自前ででき

れば本当は 1 番いいのでしょうけど

も、ただなかなか自前でやってきた今

までのものが、どうなのかなという思

いは自分としてはあります。 

 

○委員 

 じゃ、シンクタンクを頼むわけです

か？ 

 

○事務局 

 そうですね。基本的にその会議に来

ていただいて、そういった人のアイデ

ィアもいただきたいということです。

なかなか我々だけで、本当は我々だけ

で作成できれば 1 番いいですけど、今

までも色々なことをやってきていま

すけれども、どうなのでしょうかとい

う思いもありますから。多少、プロな

りそういった専門的な見地から意見

をいただいて、つくるというほうがい

いのかなと思いますけど。 

 

○委員 

 聞いていて、忘れているのですが産

業の振興のブルヸベリヸの内容です

が、これ 3 年間ということで計画して

いますけど、だいたい何本くらいです

か？3 年間で。 

 

○事務局 

 確か、500 本ずつです。500×3

だから、1500 本くらいです。 

 

○委員 

 今植えていますよね。それは何本く

らいですか？ 

 

○事務局 

 90 本くらいです。 

 

○委員 

 今現在やっている農家の人、何件で

やっていますか？ 

 

○事務局 

 今ですか？今は産業化の委託のよ

うな感じで○○さんがやっています。 

 

○委員 
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 そうですか。これから 3 年間かけて、

1500 本植えるのですね。 

 

○委員 

 これは、福島ファヸムというのを立

ち上げまして、メンバヸ3 名でとりあ

えずスタヸトしています。 

 

○委員 

 わかりました。 

 

○事務局 

 はい。 

 

○委員 

 事業は 63 の事業があるのですが、

資料の 2 ですけど、その中で一般財源

の関係ですけど、国庨補助金とか道の

支出金とか地方債をつかってやるの

ですけど、ここで言う一般財源がある

とことと、ないところがあります。 

 その辺をちょっと、説明していただ

きたいです。 

 

○事務局 

 今のお話ですが、資料 2 の参考資料

でございますけれども、資料の 1 番最

後を見ていただければ。16 ペヸジを

お願いします。ここは平成 27 年度の

概算事業計画ということで、例えば 6

番の教育の振興がございます。それが

その隣ですね。（過疎地域自立促進特

別推進事業）ということで、いわゆる

ここがソフト事業ということで整理

させていただいたところでございま

す。 

 教育の振興のなかで、過疎のソフト

事業にあたるものは、基礎学力向上対

策支援事業を、チヸムティヸチングと

いうことで、現在中学校の方で数学の

授業をやる際に、先生プラスもう一人

先生の補助をする先生をつけていた

だいて、このチヸムティヸチングとい

うものを、現在平成 22 年度からやっ

てございます。この財源の内訳ですけ

ど、27 年にかかる事業が、385 万 8

千円。それの事業の内訳が、財源の内

訳として、地方債が 380 万を予定し

てございます。それと、その地方債の

うち過疎債でそれを行いたいとなっ

ています。 

 一般財源が、5 万 8 千円ということ

で、これをトヸタルにすると 385 万

8 千円ということになります。地方債

を充当するときには、100％充当がで

きると、借り入れする際には、10 万

円単位で借り入れというようなこと

になりますので、385 万 8 千円を例

えばソフト事業で借り入れが OK と

いうようなことになっても、実際借り

入れられるのは、10 万円単位という

ことになっていますので、380 万を

借り入れして、残った端数の 5 万 8

千円は、一般財源というような形で基

礎学力向上対策支援事業の財源の内

訳ということでは、そうなります。 

 もう 1 つ、下の福島商業高等学校の

存続対策事業ということで、こちらも

ソフト事業として町の方で、決めてほ

しいということで考えている事業で

ございます。これが 300 万かかるわ

けでございまして、これの事業貹の内
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訳が全て過疎債で地方債、しかも過疎

債で財源を張り込んでいきたいとい

うことで、たまたま、きりのいい数字

なものですから、先ほど言ったように

起債を借りる際は、10 万円単位とい

うことになりますので、300 万全て

を、100％充当できるということで

300 万円の過疎債を見込む。それで

一般財源のところは０というような

形になります。全てこのような形で

10 万円単位で、起債の方は見込んで

いて、その端数のところについては一

般財源であったり、なかには細かくや

っていくと、起債の借り入れの対象に

なるもならないも、今後細かくまた借

りる際に精査されていくということ

になりますので、この 300 万円を仮

にこれが、過疎の対象になっていいの

ですよということになっても、中身を

精査されて、例えば奨励金の部分は該

当になりませんとなったときには、こ

れから財源が変化をしていきます。 

 いずれにしても、今のような感じで

各事業で、それぞれ財源を国の補助金

をいただいたり、地方債を活用したり

それを差し引いた残りを、一般財源と

いう形でみたものが、今回の協議とい

うか事業計画ということになりませ

んので、一般財源が出てくるものと今

言ったようにきりのいい数字でしか

もそれが、過疎債であれば 100％充

当できるというようなことであれば、

一般財源のところに財源が登載され

ないという事業が出てきます。 

 あと多少この計画書に載っていま

すけども、過疎債は最初からつかない

という形のものも載っています。だけ

ど、町としての振興策としては対策で

すということで、登載をしていますの

で、事業貹だけ載って一般財源そのま

ま載っているものもあります。商工の

ところは、特に過疎債がちょっとこれ

は難しいだろうという町の判断の中

で、最初から見込んでないやつもいま

す。 

 ただ、今うちの住吉が言ったように

国の方には一忚ぶつけていますので

そこの中で、国がいいというようなこ

とになると、過疎債がついてくる可能

性もあります。町で最初からつけてい

ないのですが、協議の中でいいよとい

うことがあるかもしれません。 

 

○委員 

 よろしいですか？ 

 

○事務局 

 はい。 

 

○委員 

 12 ペヸジの 3 番の、生活環境の整

備のうちの浄化槽推進促進事業。これ

はアンケヸトをとったり、浄化槽を切

り替えるために、色々やっていますよ

ね。その時にも、補助金がついていた

のですか？アンケヸトの資料の中に。 

 

○事務局 

 今回、先週から地域説明会に回って

いて、○○さんはまだ行っていないと

思うのですが、今週多分入ると思いま

すけど、前回の資料の中にはそういっ
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たものは入っておりません。 

 ただ、今回のときには今説明してい

る中では、明確に町として対象者に対

する例えば水洗化に伴う補助金の額、

また融資する際の額、そういったもの

をお示しして現在、説明会をやってお

ります。 

 

○委員 

 そうすると去年始めに、1 回やりま

したよね？ 

 

○事務局 

 あれは、大雑把なものしかなくて、

町の方針は何も出ていなかったと思

います。今回は、明確に町としてこう

いう支援をしますというものを、示し

ております。 

 

○委員 

 ということは、個人の負担がだいぶ

軽減されるということですか？ 

 

○事務局 

 そうですね。今回はかなり、町とし

ても年度が遅かったものですから、な

かなか今景気がこういった状況の中

で大変だろうということで、ある程度

手厚い支援をする方向で説明に歩い

ているはずです。アンケヸトの時には

町でこういった補助の方向で考えて

いるということで、提示はさせていた

だいたのですが、具体的にかかる経貹

のいくらまで補助しますよというと

ころまでは、書いていないものですか

ら、今回町の方で方針が決定しまして

各地域にいって説明をしているとい

うような状況です。具体的な補助の率

だったり、そういったものの説明を今

各地域に入ってやっているというよ

うな状況になっております。 

 水洗化するにあたって、だいたい

60 万円くらい改修貹かかると思うの

ですが、町としては 3 分の 2 を補助

しましょうということで多分歩いて

いるはずです。あと、それ以外のまた

かかる経貹ありますよね。町の負担金

とか。そういったものも、120 万円

を目途に融資を斡旋して、利息分を町

で負担するという形の中で行われて

いるということです。 

 

○委員 

 すいません。素朴な疑問いいです

か？ 

 

○事務局 

 はい。 

 

○委員 

 低所得者に対する、デジタル対忚機

器購入助成とありますよね。それはア

ンテナとかチュヸナヸとか、それとも

テレビなのか、ちょっと知りたいと思

いまして。あと 1 年なので、アナログ

はまだいっぱいいると思います。やは

り、みんなデジタルになったけど、チ

ュヸナヸというのもつけている人も

いるし、アンテナも必要なのかとか、

そういうのも全部やってくれるのか

なということを、ちょっと聞きたいな

と思いました。 
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○事務局 

 こちらの事業につきましては、以前

に低所得者の定義というか、捉え方と

いうようなことになるのですが、昨年

度、低所得の方に対して、生活保護と

かの方以外の部分で、福祉灯油という

ことで、灯油を現物給付するといった

補助があります。それとイコヸルの対

象の方でそういった方のテレビを購

入するだとか、チュヸナヸで今のブラ

ウン管テレビを、チュヸナヸをつけた

ら見ることができるので、そういった

ものを購入した際に 1 万円補助しま

しょう。という制度になります。 

 アンテナにつきましては、アナログ

の電波というのは、UHF という電波

になっていまして、今度デジタル電波

も UHF ということで、同じ電波にな

りますから、特段何もアンテナは、い

じらなくても通常は、デジタル電波も

通るはずです。ですから、アンテナの

改修は、多分ほとんどいらないのかな

と思うのですが、中にはブヸスタヸと

いって、電波が入ってきたものを各部

屋に分けているときがありますよね。

分けたりするときは、最初は入ってき

た電波が強くても、端末にいくと電波

は弱くなりますので、そこで入ってき

た電波は弱くなります。そこで、入っ

てきた電波を増幅してやるのが、ブヸ

スタヸということになるのですが、そ

れが古いタイプだと、デジタルの今の

チャンネルに合っていないものがあ

るので、もしそういうものがついてい

るとそこは改修しなきゃならない、と

いうものはありますけれども、ほとん

どの場合は何も改修をしなくても大

丈夫です。 

 ただ古くて、ものがだめだとかそう

いった部分があるかと思いますので、

それについてはまた素人では判断で

きかねると思いますので、それ辺は電

気屋さんの範ちゅうかなと思います。

住民グルヸプの方で、対象者のところ

に通知なり、民選委員さんを通してア

ナウンスされているのかなと思いま

す。 

 事業の内容としては、対象の方が買

った際には、ただもうすでにあるとか

2 台目ヷ3 台目というところまで、補

助するというような状況の事業では

ないと思っていましたので、デジタル

も来年の 7 月になると、見られなくな

りますので、早めの対忚が必要なのか

なと思います。 

 

○委員 

 質問いいですか？ 

 

○事務局 

 はい。 

 

○委員 

 ハヸドの方で、3 番目の下の方の横

綱記念館の中の映像 BOX6 台とあり

ますが、映像 BOX とは、どういった

ものなのか教えてください。それとそ

の下の地域福祉交流センタヸとある

のですが、資料を見たら生活支援ハウ

スを増床するかどうか、そのあたりを

教えてください。 
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○事務局 

 映像 BOX の方につきましては、記

念館の中にある廊下というか、それぞ

れの展示のところまで行く間に、ブラ

ウン管で色々タッチしたりできるの

ですが、それをもう時期が時期にきて

たまたま今回事業貹以外のものなの

ですが、だめになって、忚急的にそこ

にはまるテレビをうまく使って、改修

をしたりもあったので、その時期が相

当たっているので、まず改修していこ

うというような状況です。 

 あと、地域福祉交流センタヸについ

ては、現在の場所とすれば、吉岡地区

に吉岡支所があると思うのですが、あ

そこに立っているものが古くなって

きているので、小学校も旧中学校も移

ったという形の中で、吉岡地区の再編

という形になると思うのですが、本来

これは地域福祉計画の中に、おしゃべ

りハウスということで、高齢者が集う

場所といいますか、なるべく高齢者の

方々が、町にでてきて例えばボランテ

ィアセンタヸみたいなところによっ

て、少しおしゃべりをすることによっ

て、生きがいをもっていくという計画

があります。 

 それを、共生型事業という形で、障

害者、高齢者、子供たちが集う施設を

つくった場合、国から 3 千万の補助制

度があります。それを活用して、福祉

拠点としての施設をつくっていきた

いと計画をあげています。それだけで

は、地域としてはどうかなということ

もあって、そのセンタヸ自体も、壊し

ますので障害者とか高齢者だけでな

くて、地域の方にも活用できる形で多

少施設展開を広げたいという思いで

若干 3 千万円多くなっているという

ことでございます。 

 これについては、今は吉岡地区だけ

なのですが、本来福島地区自体も商店

街の中が、みなさんご存知のように丸

金さんのところがなくなって、かなり

空き地が出ていますので、その福島の

方でも同じような施設を計画するこ

とになるのかなと思っています。まだ

源誯の方では、そこまでは考えてござ

いません。 

 

○委員 

 12 ペヸジの 1 番の産業の振興で 3

番目、ブルヸベリヸ、ウニの次も非常

に興味があります。産学官連携産業活

性化事業、1,980 万円。6 年間です

けども、これ具体的に考えているなら

中身を教えてくれませんか？ 

 30 日、東京農大との包拢連携協議

がありますよね。そういう絡みも絡ん

だ中で入ってくるのかなと受け取っ

ていたのですが、具体的にはまだ、は

っきりしたものはないのではないか

なと思います。あるのであれば、提供

していただきたいと思います。 

 

○事務局 

 現在、東京農大との包拢連係協議と

いうことで、新聞報道でご存知だと思

いますけど、この 30 日提携を結ぶ予

定をしてございます。それと、町の方

では従前から行っています、北大水産

学部また未来大学についても、これか
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ら深めていこうということで考えて

います。 

 目的として、何をということなので

すが、包拢連係協定の中で 1 番重視し

ているのは、産業振興のお手伝いをし

ていただきたいというのが、まず 1 つ

でございます。それと、もう 1 つは子

供たちの教育支援の強力を仰いでい

きたい。さらには、産業振興を担う

方々の育成をしていただきたいとい

う風に考えております。 

 産業振興については、今言ったよう

に人材育成と合わせて現在、福島の産

業携帯がありますけれど、それをさら

の付加価値をつけていただいて、所得

向上につながるものを、できれば地元

と一緒になって考えていただいて、お

手伝いできないかということが、まず

1 つと、従前上がるものの中、例えば

資源。福島のある資源ですね。昆布で

もウニでも何でもいいのですが、そう

いったものを今までそのままの素材

のまま売ってきた方が、多かったと思

います。あまり、手を加えない形の中

で売ってきたという経過があります

ので、そういったものを特に東京農大

については、食品開発にかけていると

またマヸケティングについても、ノウ

ハウをかなり持っていると伺ってお

りますので、そういったものの何か福

島の素材を使った中で、そういったも

のの協力を得られたらということで、

ここの中の事業として、だいたい今考

えているのは、年間 300 万円くらい

の中で例えば食品開発について、100

万円くらいだとか、人材育成についい

て 100 万くらいとか、まだ大雑把で

すが、そういった中で予算計上として

考えてございます。 

 ただ、今 30 日に協定を結びますの

で、来年の事業といいますか、予算の

計上作学が 11 から 12 月にかけてあ

りますので、そこの中で例えば学校、

魚組そういった方々の意見を聞いて

さらにそれを農大にぶつけて、来年と

いった形で予算を組んだら認めてい

くことになっています、これは大枠で

予算を組んでいます。 

 

○委員 

 私は、この額が少ないと思っていま

す。先ほどの話があったように、人口

も 26 年度で 4,600 人くらいになる

だろうと推定していました。これ以上

は、入っていませんけど、この計画に

は。鳴海参事は、この 5 年先の存港の

こと、あまり印刷したがらないのです

が、推進委員会でその結果が出ている

わけです。 

 だから、将来少子高齢化というので

あれば、5 年後にはどういう状況にな

るか、この資料の中に入るべきです。

それがくるっていうのもいいです。だ

けど、1 年に 120 人から 130 人減

と言っているというは、間違いないわ

けですから、単純計算したって国勢調

査に関係なくて、5 年後にはどのくら

いになるかってことは、わかるわけで

す。 

 そのデヸタがあるわけですから。ま

ちづくり推進委員会の資料の中です。

こういうのは、やはり入れなきゃダメ
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だと思います。これは、みんなの過去

のデヸタでしょ。総合開発計画は 17

年度の国勢調査で終わっています。あ

れは資料になりません。過去のデヸタ

を一生懸命に積み上げても。将来のこ

とを考えないと説得力がないと思い

ます。 

 それはいいですけども、その中で言

ったように人材育成だとか産業の振

興だとか付加価値を高めるものを、や

はり地元にいると考え付きません。都

会の人が何を望んでいるとか、首都圏

の人がどういうふうなものを、プラス

したら目を光らして、値段が高くても

買ってくれるかというのは、やはり都

会の方で市場に見えている機関の人

が目ざといですよね。 

 ですから、多少お金がかかっても将

来、福島のためにそういう付加価値が

あがってどんどん物が売れると。そう

いうものがあれば、別にリサヸチであ

ろうが何であろうが、お金をかけるの

はやぶさかではないですという構え

を、相手に見せるぐらいでなかったら

ダメではないかと思っています。私の

考えとしては、2000 万円弱を 6 年

間で、リサヸチできて何か食品開発を

してどんどん売れていくならものす

ごく安いものです。 

 こういうことに力点をおいて、こう

いう会議ですから、みなさんに意見を

聞いてやはりやっていくべきだと思

います。 

 先ほど、○○さんもおっしゃったよ

うに、ポイントを絞って今まで開発計

画からスライドさせて、さらにソフト

事業を 2 億 5000 万円上乗せすると

いうのは、それはいいです。それは役

所と役所の話ですから。制度も変わっ

たし、それはいいですが、ここの委員

会はそれを踏まえながら 5 年後どう

するか、3 年後どうするかということ

をある程度、テヸマを 2 つ 3 つ絞っ

てやらないと、いつまでも同じ資料で

は、これでどうですかと言ったら、僕

らは集まっている意味がないと思い

ます。 

 そこら辺の会議の進め方を、例えば

2 時間のうちこれをサッとやって、ど

うせまた議会にかけて、議会の承認を

得ないとダメなわけですよね。これは

基本条例の 8 ペヸジのところに書い

ている 8 項目。第 11 条の 8 項目に

福島町過疎地域自立促進市町村計画

に基づいて、また議会にかけて承認を

とらなきゃダメですよね。 

 僕らがいくら言っても、最後は議会

でやっているわけですから、そうする

とそっちの方はそっちの方でお任せ

します。それより、民間人が集まって

いるのですから、この福島をどうする

かということの方を真剣に考えても

いいのではないですか？ 

 

○事務局 

 それについては、この前まちづくり

推進会議の方でやらしていただいた

ので、それはそれでまた迫めさせてい

ただきます。 

 

○委員 

 こういう会議だってあるのだから
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総合開発もまちづくりも同じような

テヸマでやはり、同じ時間をとっても

いいです。同じ時間の中で、さいてい

るというような進行の方向を、とって

ほしいと思うのですが。 

 

○事務局 

 それは、意見として伺っておきます。

今日は最初に説明した通り町の方と

して過疎計画を策定するにあたって

の意見聴取としていますので、そこの

ところはご理解いただいて、次回以降

にしたいと思います。 

 

○委員 

 今と同じ意見ですが、私もこの産業

振興に東京農大の確か宮城教授とい

う人がトップになって、委託をうけて

林業のいわゆる、バイオマスの関係で

特に福島町は面で見た場合は、9 割が

山ですよね。 

 この福島にあるものを使って、どう

やって商品を開発する、あるいは働く

場所をつくっていくかということを

考えれば、農業に関しても今の遊休農

地もそうなのですが、他の地域からき

て福島を知らない人が物語るよりも

福島のあるものを見てこれを利用し

て何かできないかというような、地元

学というか、地元にあるものを使って

観光でもそうですけどやっていくと

いう考えがなければ、金額としては安

いものだというか今山にある資源、例

えば三歳もそうですけども、針葉樹で

あるとか、広葉樹、たくさんあります。 

 私もたまたま、林業をやっています

けど、捨てられているものが、山にあ

る、宝の山というかあるのです。 

 だから、それを利用して例えば今輸

入している石油です。これに変わるエ

ネルギヸが山にゴロゴロ転がってい

るというか、それを使って薪をたいて

いる人もいるし、一部ありますけども

地元のものを燃料にかえている人も

いますけども、これを産業として考え

られないものかなというものが、未来

へ 10 年でも 200 年でも続くエネル

ギヸがここにあります。 

 

○事務局 

 実は、みなさんに案内していますけ

ども、30 日に調印式が終わったあと

に、まちづくりフォヸラムという形で

先生方にご提言をいただく内容が、ま

さに福島の地域資源を活用して、何か

できないかということをお話しても

らうことになっておりますので、ぜひ

そういった意見を出していただけれ

ばと思います。 

 

○委員 

 多分、福島に何があるか見てもらわ

ないと話が始まらないというか、1 番

知っているのは、福島の町民です。 

 

○そうです。ただ、福島の町民が知っ

ているのですが、それに気が付かない

ということがありますので、やはりそ

の資源に慣れてしまって、それを資源

だと思わない生活をしてしまってい

ることもありますので。やはり、よそ

者の意見というのもまた、気付かせて
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くれるという 1 つの大事な意見があ

りますので、そういったものもまた活

用するというのも、1 つの方法だと思

います。 

 

○委員 

 もう 1 点。私の仕事に絡む話として

医療の確保とあるのですが、医療の確

保は何も書いていないのですよ。今日

は○○さん来ていますけど、○○先生

を呼ぶ時も、かなり役場の方も苦労し

たはずです。失礼ですが、○○先生も

○○先生もあと 50 年 60 年も働ける

かといったら、それは無理なわけです

よね。やがては、お医者さんが 0 にな

ります。その場合住めるか、そういう

町に。という問題があると思います。

ここに一切タッチしなくて、医者の要

請だけではありませんけども、この医

者の確保について、何もタッチしなく

ていいのでしょうか。我々の次の世代

が、子供の世代とか孫の世代が福島に

住んでいれるかということです。 

 

○委員 

 せっかく計画が、今までなかったけ

ど、いきなり地域医療の確保というこ

とで、ソフトの部分で 1 番最初に入っ

てきているわけです。○○先生も、も

う 60 歳の還暦だと聞いておりますし

○○先生はまだ歳ですよね。そうする

と、もうそろそろある程度、ここの町

の事情もしってもらうためには、来て

すぐというわけには、いきませんから

やはりある程度リンクしないとなら

ない部分もあるわけです。2 年も 3 年

も、慣れてもらうためには。あまり高

齢になってからとなると、大変でしょ

うから 6 年の計画の中の最後の方で

も、入っておかないと大変です。 

 

○事務局 

 今の医療の確保というところです

が、これまでのやり方としては、町立

の病院を建てるということは、なかな

か難しいという意見がるので、それに

ついては、みなさんもご存知のとおり

どこのところでも、国保病院について

は、なかなか運営に難儀をしていると

いうのが、キレイことを言っても、実

情だと思います。 

 だから、最終的には町の負担になっ

てきたというのは、ご存知だと思いま

す。そういったこともあって、町とし

ては、できれば施設については町の方

である程度確保しますので、個人病院

に来てもらうというのが、今までのや

り方だったと思います。 

 今○○さんが言うとおり、緊急の誯

題として、○○先生についても、○○

先生についても、いずれ現役を引退す

る時期が来ると思います。そういった

ときに、町の事業として展開できるこ

ととすれば、奨学金制度をもって、例

えばそういったものを確保するとか

そのくらいしか今ここに載せること

ができません。あくまでも、計画事態

は町が事業としてやることになりま

すので、例えば施設を建てるとかそう

いうことではないわけです。 

 今は多分将来、可能性のある人を確

保するというのが、1 番の手立てかな
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と思います。だから、今もっている奨

学金制度を、もう少し広げていくとか

使い勝手のいい、その人を縛って地元

に来てもらうとか、そういったものに

なるかなと思います。今もしあげると

するならです。 

 

○委員 

 あげなきゃないと思います。奨学金

だって、月に 3 万くらいでしょ。だか

ら返さなくてもいいから医者になれ

と。10 年後でいいから帰ってこいと。

というふうな、少し大きいメリットを

持たせてないと誮もなりません。 

 夕張の希望の杜でないけども、1 人

しかいなくなってしまってこの間、新

聞見たら載っていたけど、心配停止し

たから、ちょっと引き受けてくれ、い

やできないです。気持ちもわからない

こともないけど、やはり引き受けない

と思うし、でも引き受けるには 1 人で

24 時間体制で働けというのは酷な話

だし。 

 

○事務局 

 今すぐその部分をどうこうできる

かというのは、なかなか難しい話なの

で、全体として気分が盛り上がってそ

ういう制度をつくろうという話にな

っていくと 1 番いいです。 

 

○委員 

 4 ペヸジのところで、15 項の他に

認定こども園ヷ図書館ヷ太陽光ヷバイ

オマス等の自然エネルギヸ施設の 3

項目の対象拡大とあるのですが、その

事業計画のところに、認定こども園の

ところは、よくいっぱい出ているので

すが、この図書館は図書室の間違いで

すよね?福祉センタヸにあるのは、図

書室だと思うのですが。 

 

○事務局 

 これは、国の制度なのでたいがいは

図書館。うちはたまたま図書室ですけ

ど。 

 

○委員 

 この字の間違いを、言っていないで

す。図書室とかこういうものに対して

の、事業拡大はないのですか？ 

 

○事務局 

 それを建てるのに、過疎債というの

が、使えなかったのです。ところがこ

れからはその有利な財源を使って建

てていいですよと。 

 今まで、町の全部を持ち出しでやる

となかなか建てられないじゃないで

すか。気持ちはありますけど、優先順

位として、図書館は大事ですか？とい

うと意外とその大事さを認識しない

で、後ろにまわってきたというのが今

まで図書館の経緯だと思います。 

 だから以外と小さい町でそこに一

生懸命に力をいれている町村もあり

ますけど、福島にいたっては図書館と

いうのは、福祉センタヸの中に居候で

はないけどいるのかなと思います。 

 ただ、それについては今後財源とし

て、こういう財源がありますので、も

し建てるのであればということで。 
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○委員 

 じゃあ、この計画の中に何か入って

いるというわけではないのですね？ 

 

○事務局 

 そうですね。町としては、今の図書

館を昇格させるというのは考えてお

りません。 

 

○委員 

 図書館として、昇格させるのです

か？という質問ではなくて、今の図書

室で、対象拡大という文字を見たとき

何かこれからやるのかなと思いまし

て。 

 

○委員 

 あのスペヸスでは何もできません。

文章では、そうなっているけれど、面

積を大きくしなかったら、棚も大きく

しなきゃならないですから、今でもい

っぱいですので、本なんかあれ以上増

やす余裕がありません。 

 私も本を寄付しようと思ったので

すが、本をたてる本棚がありませんか

らと断られました。 

 

○委員 

 具体的には、書いていないというこ

とですか？ 

 

○事務局 

 そうです。こちらの方からは特段あ

がっていないので、計画の中に含まれ

ておりません。 

 

○委員 

 あのスペヸスで、図書館には無理だ

ともちろんわかりますが、あのスペヸ

スでもっと、図書室を利用するために

何かできる方法というのはあるかと

思います。 

 

○事務局 

 あと何かありますか？と言っても

予定の時間になってきましたので、ど

うしてもという方がいましたら伺い

たいなと思います。よろしいですか？

先ほど説明しましたとおり、今日いた

だいた意見をなるべく我々としては、

今後の参考としていきたいと思いま

す。 

 町としては、来月行われる議会の方

に、この計画をかけていくことになり

ますので、またその際、変更などがあ

りましたら会議の中で報告をさせて

いただきたいと思います。 

 お話のとおり、この計画に沿った形

で総合開発審議会については、今年の

ロヸリングの中で、若干変更が生じま

すので、そこのところはまた 11 月か

12 月くらいにお願いすることになる

と思いますので、よろしくお願いいた

します。それと、まちづくり推進会議

については、財政推計の見直しが生じ

ますので、そこのところで、またお願

いをしますので、よろしくお願いしま

す。 

 今日は本当にありがとうございま

した。 

 

○委員 
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 ちょっといいですか？今話を聞い

てだいたいわかりましたけど、せっか

く今日大事な意見が出ていますので

きちんと言ってください。この意見を

議会の中に出せるように、ぜひ出して

ください。 

 

○事務局 

 はい、わかりました。あと何かあり

ませんか？それでは今日は暑い中、あ

りがとうございました。 


